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　新型コロナの世界的流行から三年余り経過し、５月８日に「二類相当」
から「五類」に移行し季節性インフルエンザと同じ扱いになりました。
　ウクライナでの戦争はいまだに続いており、一刻も早い終戦が望まれる
ところですが、ポストコロナの経済対策、産業・観光の活性化等、今まで
の日常生活の賑わいが早く戻ってくることを願っております。
　４月 23 日に行われた統一地方選挙で 18 名の新議員が決定しました。
市の諸課題に対して政策提言を積極的に行い、市民の皆様のためにより 
良いまちづくりができるように努めます。議会では活発な議論を重ねて、
熟議の末に合意形成が図られる議会を目指したいと思っています。
　今後２年間、矢島議長を補佐して議会の円滑な運営に努めて参ります 
ので、皆様のご指導、ご支援をよろしくお願い申し上げ、副議長就任の 
あいさつとさせていただきます。

茅野市議会議長
矢島正恒

茅野市議会副議長
長田近夫

　

急
激
に
変
化
し
て
い
る
今
、

市
民
の
生
活
環
境
が
一
層
向
上

し
、
す
ば
ら
し
い
未
来
に
向
け

住
み
良
い
地
域
と
な
る
た
め
、

市
民
に
寄
り
添
う
議
会
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
、
全
議
員
の 

持
て
る
力
を
結
集
し
、
茅
野
市

の
発
展
に
向
け
全
力
で
議
会
運

営
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

更
に
、
求
め
ら
れ
る
議
会 

改
革
実
現
の
た
め
に
、
個
々
の

議
員
活
動
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
議
会
活
動
の
充
実 

強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
①
前
期
の
議
会

に
お
い
て
研
究
し
協
議
し
ま
し

た
「
議
会
基
本
条
例
」
の
制
定

を
目
指
し
ま
す
。
②
従
来
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
「
議
会
だ
よ

り
」
の
発
行
、「
議
会
意
見
交

換
会
」
等
を
充
実
発
展
さ

せ
、
市
民
の
声
や
思
い
を
形

に
し
て
行
政
に
届
け
ま
す
。

③
議
員
個
々
の
持
て
る
能
力

を
更
に
充
実
す
る
た
め
に
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
活
用
し 

ス
キ
ル
を
高
め
ま
す
。
併
せ

て
、
議
会
の
議
決
権
行
使
に

当
た
り
議
案
に
対
す
る
よ
り

深
い
審
議
と
活
発
な
議
論
を

尽
く
し
、
議
会
の
活
性
化
を

通
し
て
市
民
の
負
託
に
応
え

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
様
の 

積
極
的
な
ご
意
見
、
ご
指
導

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

市
民
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
に

市
民
に
寄
り
添
う
議
会
を

目
指
し
て

より良いまちづくりのために
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　4月の統一地方選挙後、初の議会として 5月 10日に臨時議会が開催され、正副議長の他、各常任委員会の正副
委員長、委員構成、一部事務組合等の議員が新たに決まりました。

議会運営委員会

✓定数：6人以内
✓議会運営を円滑、効率的に行うために設置

その他会議

✓全員協議会：特に重要な案件について、議員相互又は市長と協議・調整
✓広報広聴委員会：議会報告会の開催、議会だよりの発行など

本会議

✓全議員で構成する議会の会議
✓議案を審議し、議会として意思決定
✓市政一般に対する質問

常任委員会

✓議案等を専門的に審査するため、所管事務の付託を受け、詳細に審査

【総務環境委員会（定数：6人以内）】 
総務部、企画部、市民環境部、会計課、
消防などの所管に属する事項

【経済建設委員会（定数：6人以内）】 
産業経済部、都市建設部、農業委員会の
所管に属する事項

【福祉教育委員会（定数：6人以内）】 
健康福祉部、教育委員会、福祉事務所の
所管に属する事項

【予算決算委員会】 
予算、決算に関する事項 

茅野市議会の構成と委員会紹介

総務環境委員長　野沢　明夫
　総務環境委員会は、総務、企画、市民環境部、
会計課、選挙管理、公平委員会、監査、固定資産
評価審査、消防及び、他の常任委員会の所管に属
さない事項について対応します。
　市民に直接的に関わる案件について、調査研究
し、市民目線で公平公正に審議し、市民の皆様が
納得できる判断をして参ります。その結果につい
ては、しっかりとした説明責任を果たして参りた
いと思っております。

総務環境副委員長　渋澤　務
　総務環境委員会の副委員長に就任しまして、そ
の責務の重さを実感しております。
　この委員会は、市民生活に直結する施策を所管
していますので、新人議員ではありますが、委員
長を補佐して円滑な委員会運営に努められるよう
に頑張っていきます。
　よろしくお願いいたします。　

総務環境委員会

後列左から…
望月克治　　矢島正恒　　木村かほり　　東城　源
前列左から…
野沢明夫（委員長）　　渋澤　務（副委員長）
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経済建設委員長　両角　実晃
　当委員会は産業経済部・都市建設部・農業委員
会に関する調査研究、そして審議を行います。市
民の安心・安全な暮らしを守るためには、都市基
盤の整備、災害に強いまちづくりは重要であり、
課題も山積しております。
　また、産業経済の活性化なくして、市民の暮ら
しを守ることもできません。
　委員会では関係団体との連携を密にとり、活発
な活動を行い、市民生活の向上のために努めてま
いります。
経済建設副委員長　佐々木美智子
　経済が混乱し、生活環境が一変する中において、
私たちの暮らしは新たな転換期を迎えたように感
じます。市民の皆様の生活の安泰を目指し、産業
経済部・都市建設部・農業委員会としっかりと連
携を取りながら活動を進めます。茅野市にお住い
の方々が「住んでよかった、ずっと住み続けたい
まち」と思え、茅野市を訪れた方には「また来た
いまち」と感じていただけるようなまちづくりを
使命とし、両角委員長を補佐しながらより一層、
克己勉励していく所存です。

経済建設委員会

後列左から…
両角直樹　　竹内　巧　　樋口敏之　　伊藤　勝
前列左から…
両角実晃（委員長） 　　佐々木美智子（副委員長）

福祉教育委員長　机　博文
　福祉教育委員会は、健康福祉部、教育委員会の
事業を所管し、市民生活に深く関わりのある身近
な多岐様々な課題を担当しています。少子高齢化
や人口減少の中で、福祉と教育は重要課題となっ
ており、それにともなう予算規模も大きなウエイ
トを占めているため、当委員会では関係部署に関
わるテーマに沿った状況把握や調査・研究を行な
い、政策提言に向けた活発な議論を重ね、チェッ
ク機能を果たすための委員会運営に
努めてまいります。
福祉教育副委員長　梯　泰弘
　現在策定中の第６次茅野市総合計
画において、まちづくりの普遍的な
テーマとして掲げる「幸せを実現できるまち」。
　幸せの実現のためには欠かせない福祉教育分野
は、進行する人口減少・少子高齢化による影響も
大きく、皆さまの生活に深く関わります。
　社会保障を取り巻く状況は厳しいものと予想さ
れますが、未来に渡って持続可能なまちにするた
め、委員会として調査・審査に努めるとともに、
１年間委員長を補佐してまいります。

福祉教育委員会

後列左から…
長田近夫　　小尾一郎　　木村明美　　向山平和
前列左から…
机　博文（委員長）　　梯　泰弘（副委員長）



予算決算委員長　小尾　一郎
　今年度一年間、予算決算委員会の委員長を務め
ることになりました小尾一郎です。 委員会名の
とおり、当委員会は、行政運営の要である予算案
の適否と行政運営の結果の適否を判断する委員会
です。当委員会は議員全員１８名で構成されてい
るため、その判断は議会の判断に準じることにな
ります。
　円滑且つ適切な議事進行となるよう、また、行
政運営に関して、的確な判断・評価に至るよう努
めてまいります。

予算決算副委員長　両角　直樹
　今年度、予算決算委員会の副委員長を務めさせ
ていただくこととなりました両角直樹です。
　茅野市の一般会計・特別会計等の予算・決算、
補正予算などを審査する重要な役割を担う委員会
です。
　委員長の補佐をさせていただきながら、慎重か
つ迅速・丁寧な委員会運営に心掛けてまいりたい
と思います。よろしくお願いたします。

予算決算 委員会

左から…
小尾一郎（委員長）　　両角直樹（副委員長）

　予算決算委員会は、議員 18人全員で構成さ
れています。
　予算決算に関することをひとつの常任委員会
できめ細かく審査をしているのは、茅野市議会
の特徴でもあります。

議会運営委員長　樋口　敏之
　議会運営委員会は、地方自
治法第 109 条第３項の規定
に基づき、定例会の日程や本
会議の進行手順を話し合ったり、議会に関するル
ールについてや議長の諮問など、議会を円滑に運
営するための協議機関です。
　議会改革が叫ばれる中、議員の本質をふまえ二
元代表制として議長を支え、茅野市議会が市民に
注目される議会を目指し奮闘していきます。

議会運営副委員長　東城　源
　経験豊富な樋口委員長に補佐の必要はないと思
いますが、スムーズで丁寧な運営を心がけていき

ます。
　この委員会の基本は全会一致で
す。議会の運営はもとより、所管
の会議規則、議長諮問にも互譲的
に解決していきたいと思います。

議会運営委員会

後列左から…
机　博文　　両角実晃　　木村明美　　望月克治
前列左から…
樋口敏之（委員長）　　東城　源（副委員長）

ちの市議会だより　第 46号　　4
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広報広聴委員会
　茅野市議会における広報広聴機能を充実させるため、議員で構成する広報広聴委員会を設置。

広報部会
　議会だよりの編集・発行、議会ホームページ等、広報に関すること
委 員 長　　梯　泰弘
副委員長　　木村明美
委　　員　　向山平和　　渋澤　務　　竹内　 巧　　東城　源　　小尾一郎　　伊藤　勝

広聴部会
　議会報告会、意見交換会、市民アンケート等、広聴に関すること
委 員 長　　木村かほり
副委員長　　佐々木美智子
委　　員　　両角直樹　　両角実晃　　机　博文　　樋口敏之　　野沢明夫　　望月克治

一部事務組合と諏訪広域連合
　一部事務組合は、隣接する市町村が病院、下水道、ゴミ処理場、火葬場などの運営を共同で行う
ために設置する組織で、地方公共団体の組合のひとつです。

　諏訪広域連合は、市町村が単独で行うことが難しい事務や、広域にわたって処理することが適当
な事務（消防・介護保険・高齢者福祉施設等）を共同で行うために設立された特別地方公共団体で、
諏訪６市町村が加盟しています。

諏訪中央病院
組合議員

両角　直樹
佐々木美智子
木村　明美
東城  　源
伊藤　　勝

諏訪広域連合議員

渋澤　　務　　　木村かほり　　　望月　克治　　　長田　近夫　　　矢島　正恒

諏訪南行政事務
組合議員

向山　平和
木村　明美
竹内　　巧
両角　実晃
野沢　明夫

白樺湖下水道
組合議員

向山　平和
佐々木美智子
両角　実晃
小尾　一郎

諏訪市・茅野市
衛生施設組合議員

木村かほり
小尾　一郎
樋口　敏之

諏訪広域公立大学事務組合議員

梯　　泰弘　　　東城　　源　　　机　　博文　　　樋口　敏之
野沢　明夫　　　望月　克治　　　長田　近夫　　　矢島　正恒

消防委員

渋澤　　務
伊藤　　勝
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議
案
第
40
号

令
和
５
年
度
茅
野
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に

つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
６
，８
５
４
万
４
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
３
５
０
億
９
，４
８
５
万
９
千
円
と

す
る
も
の
。

補
正
の
内
容
（
歳
出
）

• 

生
活
困
窮
者
価
格
高
騰
特
別
対
策
給
付
金

支
給
事
業
費
３
，８
９
０
万
１
千
円

• 

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
支
給

事
業
費
（
県
補
助
事
業
）
２
，９
６
４
万

３
千
円

全会
一致で

可
決

予
算
決
算
委
員
会
（
６
月
22
日
）

委
員
長　

小
尾　
一
郎

議
案
第
39
号

令
和
５
年
度
茅
野
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に

つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
２
億
９
，６
７
９
万
８
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
３
５
０
億
２
，６
３
１
万
５

千
円
と
す
る
も
の
。

主
な
補
正
の
内
容
（
歳
出
）

• 

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点

支
援
給
付
金
支
給
事
業
費
２
億
１
，２
７

０
万
円

• 

観
光
宣
伝
事
業
費
４
，９
５
０
万
円

• 

市
民
館
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
支
援
金

８
０
０
万
円

• 

ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

高
騰
支
援
金
３
９
０
万
円

全会
一致で

可
決

総
務
環
境
委
員
会
（
６
月
23
日
）

委
員
長　

野
沢　
明
夫

議
案
第
31
号

令
和
３
年
度
永
明
小
中
学
校

校
舎
建
設
建
築
主
体
工
事
の

変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
永
明
小
中
学
校
校
舎
建
設

建
築
主
体
工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
急

激
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
伴
い
請
負
金
額

が
適
当
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
請
負

契
約
書
の
規
定
に
基
づ
き
契
約
内
容
の
一
部

を
変
更
し
た
い
た
め
提
出
さ
れ
た
も
の
。
変

更
増
加
額
５
，９
６
２
万
円
、
変
更
後
請
負

代
金
額
38
億
８
，８
２
６
万
９
千
円
。

問
今
後
の
物
価
高
騰
に
よ
り
更
な
る
値
上

げ
が
あ
る
か
、
今
後
の
見
通
し
は
。

答
確
実
で
は
な
い
が
、
同
様
の
事
態
と
な

っ
て
変
更
の
申
し
出
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
予
測
し
て
い
る
。

問
値
上
げ
の
財
源
に
つ
い
て
、
国
の
補
助

金
と
市
の
負
担
は
。

答
国
の
補
助
は
固
定
し
て
い
て
増
え
な
い

た
め
、
増
額
分
は
起
債
で
対
応
し
、
一

般
財
源
の
支
出
は
少
な
く
な
る
よ
う
に
対
応

す
る
。

全会
一致で

可
決

各
委
員
会
に
お
け
る

議
案
の
審
査

　

茅
野
市
議
会
６
月
定
例
会
は
、 

６
月
８
日（
木
）か
ら
６
月
29
日（
木
）

ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
２
日
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害

復
旧
の
た
め
の
補
正
予
算
や
条
例
改

正
な
ど
16
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
６
月定

例
会

議
案
第
38
号

令
和
５
年
度
茅
野
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に

つ
い
て

　

豪
雨
災
害
復
旧
の
た
め
の
補
正
予
算 

（
１
億
４
，６
８
０
万
円
）
は
、
６
月
16
日
の

本
会
議
に
お
い
て
追
加
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

緊
急
を
要
す
る
こ
と
か
ら
委
員
会
付
託
が
省

略
さ
れ
、
６
月
16
日
の
本
会
議
に
お
い
て
全

会
一
致
に
よ
り
即
決
さ
れ
ま
し
た
。

全会
一致で

可
決
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議
案
第
33
号

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

（
豊
平
上
場
沢
地
籍
）

　
こ
の
議
案
は
、
道
路
法
第
10
条
第
３
項
の

規
定
に
よ
り
、
市
道
と
し
て
使
わ
れ
な
く
な

っ
た
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

議
案
第
34
号

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

（
豊
平
南
大
塩
地
籍
）

　
こ
の
議
案
は
、
道
路
法
第
10
条
第
３
項
の

規
定
に
よ
り
、
市
道
と
し
て
使
わ
れ
な
く
な

っ
た
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

問
廃
止
路
線
表
に
あ
る
道
路
幅
員
の
考
え

方
に
つ
い
て
。

答
市
で
は
道
路
台
帳
整
備
上
で
有
効
幅
員

を
定
め
て
い
る
。

問
市
か
ら
積
極
的
に
道
路
の
払
い
下
げ
を

呼
び
か
け
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
調
査
及
び
測
量
費
用
等
は
申
請
者
の
負

担
と
な
る
た
め
、
積
極
的
に
は
行
わ
な

い
。

全会
一致で

可
決

全会
一致で

可
決

陳
情
４

「
最
低
賃
金
法
の
改
正
と
中

小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め

る
陳
情
書

　
委
員
会
で
の
意
見　

○ 

最
低
賃
金
を
全
国
一
律
に
す
る
の
で
は
な

く
、
ま
ず
政
府
は
、
中
小
企
業
や
個
人
事

業
主
が
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
が
で
き
る

よ
う
、
慎
重
に
議
論
を
。

○ 

最
低
賃
金
は
、
各
地
域
の
実
情
に
合
っ
た

対
応
が
望
ま
し
い
。
賃
金
を
支
払
う
雇
用

者
側
の
こ
と
も
考
慮
し
な
い
と
、
雇
用
環

境
自
体
が
悪
化
し
か
ね
な
い
、
よ
っ
て
不

採
択
。

○ 

中
小
企
業
や
個
人
事
業
主
の
受
注
量
が
増

え
な
い
中
で
最
低
賃
金
を
上
げ
て
も
、
倒

産
せ
ず
に
や
っ
て
い
け
る
の
か
。

○ 

前
回
出
た
陳
情
に
は
最
低
賃
金
を
１
，５

０
０
円
以
上
に
と
あ
っ
た
が
、
今
回
は
そ

れ
が
修
正
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
小
企

業
支
援
策
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
た
め

採
択
。

賛成少数
により

不
採
択

議
案
第
36
号

茅
野
市
廃
棄
物
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

こ
の
議
案
は
、
一
般
廃
棄
物
手
数
料

（
し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥
く
み
取
り
手
数
料
）

に
関
係
す
る
規
定
を
削
除
す
る
た
め
の
条
例

改
正
。

問
５
月
の
全
員
協
議
会
で
の
説
明
で
は

１
８
０
ℓ
当
た
り
２
，５
３
０
円
の
条

例
改
正
と
理
解
を
し
て
い
た
が
、
今
回
こ
の

手
数
料
に
関
す
る
規
定
を
削
除
す
る
理
由
は
。

答
市
が
直
接
行
っ
て
い
る
事
務
で
は
な
く
、

市
が
手
数
料
を
定
め
る
必
要
が
な
い
た

め
。問

そ
の
金
額
の
担
保
は
。 

答
業
者
と
の
協
議
の
上
、
今
後
は
許
可
証

に
お
い
て
２
，５
３
０
円
以
下
で
の
条

件
を
付
し
て
い
く
。
ま
た
、
市
民
へ
の
金
額

改
定
の
周
知
を
、
チ
ラ
シ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
広
報
ち
の
で
行
う
こ
と
で
、
改
定
後
の

金
額
を
担
保
し
て
い
く
。

全会
一致で

可
決

経
済
建
設
委
員
会
（
６
月
26
日
）

委
員
長　

両
角　
実
晃

議
案
第
32
号

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

（
ち
の
塚
原
地
籍
）

　
こ
の
議
案
は
、
道
路
法
第
10
条
第
３
項
の

規
定
に
よ
り
、
市
道
と
し
て
使
わ
れ
な
く
な

っ
た
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

全会
一致で

可
決ちの塚原の現地調査
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福
祉
教
育
委
員
会
（
６
月
26
日
）

委
員
長　

机　
博
文

陳
情
５

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
堅
持
・
拡
充
を
求
め
る
陳

情
書

　
委
員
会
で
の
意
見　

○ 

何
も
か
も
値
上
が
り
を
し
て
、
非
常
に
苦

し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
部

分
で
、
義
務
教
育
国
庫
負
担
を
２
分
の
１

に
戻
し
て
く
れ
た
ら
、
教
員
も
楽
に
な
っ

て
い
く
の
で
採
択
。

○ 

子
ど
も
の
学
び
の
権
利
は
、
住
ん
で
い
る

自
治
体
に
よ
っ
て
格
差
が
あ
っ
て
は
い
け

な
い
の
と
同
時
に
、
予
算
措
置
も
必
要
だ

と
考
え
、
こ
の
意
見
書
に
賛
成
し
採
択
。

○ 

国
庫
負
担
比
率
を
２
分
の
１
に
し
て
も
、

自
治
体
間
で
差
は
無
く
な
ら
な
い
。
子
ど

も
が
不
平
等
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
負
担

率
を
２
分
の
１
に
す
る
こ
と
と
、
負
担
率

が
３
分
の
１
で
不
平
等
が
生
じ
る
こ
と
は

論
点
が
違
う
。
子
ど
も
の
平
等
不
平
等
の

関
係
で
国
の
負
担
と
い
う
の
は
、
賛
成
や

反
対
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
陳

情
の
内
容
は
理
解
で
き
る
が
、
昨
年
採
択

し
て
意
見
書
を
出
し
て
い
る
か
ら
、
毎
年

賛成少数
により

不
採
択

出
さ
な
く
て
も
よ
い
と
思
う
の
で
趣
旨
採

択
。

○ 

教
師
の
負
担
軽
減
は
必
要
な
事
だ
と
思
う

が
、
同
じ
内
容
の
意
見
書
を
出
し
続
け
る

よ
り
は
、
請
願
に
す
る
な
ど
ア
プ
ロ
ー
チ

の
方
法
を
変
え
た
ほ
う
が
良
い
と
思
い
趣

旨
採
択
。

陳
情
６

さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
推
進

と
、
教
育
予
算
の
増
額
を
求

め
る
陳
情
書

　
委
員
会
で
の
意
見　

○ 

先
生
方
の
苦
労
が
増
え
、
大
変
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
と
思
う
。
１
人
の
生
徒
に
時

間
を
取
ら
れ
過
ぎ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と

も
出
て
く
る
と
思
う
の
で
、
一
人
一
人
に

目
が
届
く
よ
う
な
教
育
を
し
て
ほ
し
い
と

思
い
採
択
。

○ 

一
人
一
人
に
向
き
合
っ
た
教
育
が
す
ご
く

求
め
ら
れ
て
い
る
部
分
で
も
、
教
員
の
指

導
や
、
意
欲
の
向
上
を
考
え
る
と
採
択
。

○ 

学
級
定
員
が
何
人
な
ら
い
い
の
か
、
何
人

の
子
ど
も
に
対
し
て
何
人
の
先
生
を
つ
け

る
と
、
学
び
を
保
障
で
き
る
な
ど
具
体
的

で
は
な
い
。
昨
年
採
択
し
て
意
見
書
を
出

し
て
い
る
た
め
、
そ
の
意
見
書
は
ま
だ
有

効
で
あ
る
が
、
不
採
択
に
す
る
と
無
効
と

賛成少数
により

不
採
択

な
る
。
陳
情
の
有
効
期
限
を
切
ら
さ
な
い

た
め
に
も
趣
旨
採
択
。

○ 

一
番
大
事
な
こ
と
は
、
結
果
に
繋
が
る
こ

と
だ
と
思
う
。
同
じ
内
容
の
意
見
書
を
あ

げ
て
、
な
か
な
か
そ
れ
が
通
ら
な
い
こ
と

が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
の
で
、
内
容
を
練

り
直
し
て
教
育
予
算
の
増
額
を
求
め
て
い

く
べ
き
だ
と
思
う
。
な
ん
と
か
ア
プ
ロ
ー

チ
を
変
え
て
、
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
事

の
意
味
を
込
め
て
趣
旨
採
択
。

陳
情
７

「
へ
き
地
教
育
振
興
法
に
鑑

み
、
へ
き
地
手
当
等
支
給
率

を
近
隣
県
並
み
の
水
準
に
戻

す
こ
と
」
を
長
野
県
知
事
に

求
め
る
陳
情
書

賛成少数により
不
採
択

　
委
員
会
で
の
意
見　

○ 

茅
野
市
の
教
員
が
へ
き
地
の
あ
る
地
区
へ

赴
任
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
採
択
。

○ 

茅
野
市
に
は
へ
き
地
地
域
は
な
く
、
直
接

的
な
関
係
は
な
い
が
、
教
員
不
足
を
招
く

と
い
う
危
惧
が
あ
る
。
県
内
も
広
く
、
地

域
事
情
も
様
々
だ
と
考
え
採
択
。

○ 

改
め
て
今
年
も
出
す
必
要
は
な
い
が
、
内

容
は
わ
か
る
の
で
趣
旨
採
択
。
し
か
し
、

も
っ
と
違
う
手
当
の
要
求
を
し
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
。

○ 

昨
年
も
出
さ
れ
て
い
る
中
で
、
同
じ
よ
う

な
内
容
で
繰
り
返
し
出
し
て
も
な
か
な
か

難
し
い
と
い
う
思
い
。
基
本
的
に
は
昨
年

の
意
見
書
の
効
力
が
残
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
や
、
考
え
も
わ
か
る
と
い
う
こ
と
で

趣
旨
採
択
。

陳情の審査における表決の基準
　茅野市議会では申し合わせによ
り、陳情の表決については 
「採択」または「不採択」とする
ことを原則としています。
　「趣旨採択」（内容をそのまま認
めることは困難であるが、趣旨が
妥当と認められるもの）や、 
「一部採択」（内容の一部について
採択することが適当と認められる
もの）については、審査をする委
員の意見が全会一致の場合に限り
認められます。
　今回の陳情の審査では趣旨採択
の意見も出ましたが、全会一致と
はならなかったため、採択か不採
択かの原則に従い、賛成少数によ
り「不採択」となりました。
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陳情・議員提出議案　議決結果

番号 表　題 趣　旨 提出者
採決結果

委員会 本会議

陳情4

「最低賃金法の改正と
中小企業支援の拡充を
求める意見書」の採択
を求める陳情書

労働者の生活と労働力の質、消費購買力を確保
しつつ、地域経済と中小企業を支える循環型地
域経済の確立によって、誰もが安心して暮らせ
る社会をつくるため、政府に対し、最低賃金法
を全国一律制度に改正すること。最低賃金の引
き上げができ、経営が継続できるように、中小
企業、農林水産業への支援策を抜本的に拡充・
強化し、国民の生命とくらしを守ることを要望
するもの。

長野県労働
組合連合会 不採択 不採択

陳情5
義務教育費国庫負担制
度の堅持・拡充を求め
る陳情書

教育の機会均等とその水準の維持向上のために
必要不可欠な義務教育費国庫負担制度を堅持
し、負担率を２分の１に復元するなど拡充する
ことを、意見書として政府関係機関に提出する
ことを求めるもの。

長野県教職員
組合諏訪支部 不採択 不採択

陳情6
さらなる少人数学級推
進と、教育予算の増額
を求める陳情書

どの子にもゆきとどいた教育をするために、さ
らなる少人数学級推進と教育予算の増額をする
こと、また複式学級の学級定員を引き下げるこ
とを、意見書として政府関係機関に提出するこ
とを求めるもの。

長野県教職員
組合諏訪支部 不採択 不採択

陳情7

「へき地教育振興法に
鑑み、へき地手当等支
給率を近隣県並みの水
準に戻すこと」を長野
県知事に求める陳情書

教育の機会均等と中山間地域における教育水準
の向上をはかるため、へき地手当およびへき地
手当に準じる手当の支給率について、都市部と
の格差 （相対的へき地性）がいっそう拡大して
いる実情を十分把握しつつ、近隣県との均衡を
勘案し、2005 年度以前の水準に戻すことを、
意見書として長野県知事および長野県議会議長
に提出することを求めるもの。

長野県教職員
組合諏訪支部 不採択 不採択

議第
15号

【議員提出議案】
意見書案の提出につい
て（義務教育費国庫負
担制度の堅持・拡充を
求める )

教育の機会均等とその水準の維持向上のために
必要不可欠な義務教育費国庫負担制度を堅持
し、負担率を２分の１に復元するなど拡充する
ことを、意見書として政府関係機関に提出す
る。

木村明美議員
向山平和議員 否決

議第
16号

【議員提出議案】
意見書案の提出につい
て（更なる少人数学級
推進と、教育予算の増
額を求める )

どの子にもゆきとどいた教育をするために、さ
らなる少人数学級推進と教育予算の増額をする
こと、また複式学級の学級定員を引き下げるこ
とを、意見書として政府関係機関に提出する。

木村明美議員
向山平和議員 否決

議第
17号

【議員提出議案】
意見書案の提出につい
て（「へき地教育振興
法に鑑み、へき地手当
等支給率を近隣県並み
の水準に戻すこと」を
求める

教育の機会均等と中山間地域における教育水準
の向上をはかるため、へき地手当およびへき地
手当に準じる手当の支給率について、都市部と
の格差（相対的へき地性）がいっそう拡大して
いる実情を十分把握しつつ、近隣県との均衡を
勘案し、2005 年度以前の水準に戻すことを、
意見書として長野県知事および長野県議会議長
に提出する。

木村明美議員
向山平和議員 否決
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６月定例会の議決結果と各議員の賛否一覧
付託委員会　　総務…総務環境　　経済…経済建設　　福祉…福祉教育　　予算…予算決算
○…賛成　　　●…反対　　　　※議長は採決には加わりません。

番　
　
号

件　　名

付
託
委
員
会

議
決
結
果

両
角
　
直
樹

梯
　
　
泰
弘

向
山
　
平
和

佐
々
木
美
智
子

渋
澤
　
　
務

木
村
　
明
美

竹
内
　
　
巧

木
村
か
ほ
り

両
角
　
実
晃

東
城
　
　
源

机
　
　
博
文

小
尾
　
一
郎

樋
口
　
敏
之

野
沢
　
明
夫

伊
藤
　
　
勝

望
月
　
克
治

長
田
　
近
夫

市　
　
長　
　
提　
　
出　
　
議　
　
案

25
茅野市と富士見町との間の学習障害者等通級指導教
室の事務委託の廃止の専決処分の承認を求めること
について

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 茅野市税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについて 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 茅野市国民健康保険税条例等の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについて 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28
茅野市国民健康保険条例の一部を改正する条例の一
部を改正する条例の専決処分の承認を求めることに
ついて

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 令和４年度茅野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）の専決処分の承認を求めることについて 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 令和５年度茅野市一般会計補正予算（第１号）の専決処分の承認を求めることについて 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 令和３年度永明小中学校校舎建設建築主体工事の変更請負契約について
総
務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 市道路線の廃止について（ちの塚原地籍） 経
済 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33 市道路線の廃止について（豊平上場沢地籍） 経
済 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 市道路線の廃止について（豊平南大塩地籍） 経
済 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 茅野市固定資産評価審査委員会委員選任の同意を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 茅野市廃棄物処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について
総
務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 令和５年度茅野市一般会計補正予算（第２号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39 令和５年度茅野市一般会計補正予算（第３号）について
予
算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40 令和５年度茅野市一般会計補正予算（第４号）について
予
算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 茅野市副市長選任の同意を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳　
情

4 「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める陳情書
経
済不採択 ● ● ○ ● ● ○ ● ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ●

5 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める陳情
書

福
祉不採択 ● ● ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ●

6 さらなる少人数学級推進と、教育予算の増額を求め
る陳情書

福
祉不採択 ● ● ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ●

7
「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を
近隣県並みの水準に戻すこと」を長野県知事に求め
る陳情書

福
祉不採択 ● ● ○ ● ● ○ ● ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ●

議
員
提
出
議
案

15 意見書案の提出について（義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める） 否決 ● ● ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ●

16 意見書案の提出について（更なる少人数学級推進と、教育予算の増額を求める） 否決 ● ● ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ●

17
意見書案の提出について（「へき地教育振興法に鑑
み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻す
こと」を求める）

否決 ● ● ○ ● ● ○ ● ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ●
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茅野市ホームページから一般質問の録画映像がご覧いただけます。
また、同ホームページの『会議録検索システム』で会議録の閲覧
ができますので、ご利用ください。

茅野市の課題を問う!

６月定例会一般質問通告一覧 ①
件　　　名 要　　　旨

渋
澤
　
務

1 霧ヶ峰・車山大規模林野火災に
対する茅野市の対応について

（1） 消防団の活動概要について
（2） 新体制下での大規模火災出動について
（3） 災害対策本部を含めた茅野市の対応について
（4） 避難所の運営について

竹
内
　
巧

2 市民益に繋がる脱炭素政策の推
進について

（1） 太陽光発電及び蓄電池の導入に対する補助制度について
（2） 再エネ活用や省エネ意識を高める効果的な広報について
（3） 初期投資の負担が無い屋根貸し等について
（4） 既存の野立て太陽光発電設備を活かした市民益の創出について

望
月
克
治

3 「のらざあ」の改善について
（1） 「のらざあ」への市民や予約センター、運転手、委託事業者からの意見は

どのような形でまとめられていますか。
（2） 蓼科湖まで運行エリアを広げる計画の現状はどこまで進んでいますか。

4 デジタル田園健康特区の進捗状
況について

（1） 区域会議が開かれ、茅野市も含めた区域方針が決定されました。その後、
３月には加賀市の部分の区域計画も決まっています。茅野市の区域計画の
現状はどうなっていますか。

（2） 茅野市の提案では、訪問看護師の業務についてと、医薬品の貨客混載でし
た。現在の進捗状況はどうなっていますか。

梯
　
泰
弘

5 茅野市における少子化の傾向と
対策について

（1） 少子化の傾向について
（2） 少子化への対策について
（3） 少子化対策の効果、今後の見通しについて

6 人口減少下における行政運営に
ついて

（1） 短期的、長期的な主要政策について
（2） 予算編成の見通しについて

両
角
実
晃

7 茅野市運動公園の施設整備につ
いて

（1） 運動公園の施設整備の現状と課題について
（2） 公園施設長寿命化計画について
（3） 中長期的な観点からの運動公園の施設整備について

伊
藤
　
勝

8 水田活用直接支払交付金につい
て

（1） 告知はどうしたのか
（2） 昨年から行政の対応はどうなっているのか
（3） 農家の困りごとの対応はどうなっているのか
（4） 今後の対応はどうするのか

9 「のらざあ」の運行エリア拡大について

（1） 新公共交通検討会議の各部会との調整は済んでいるのか
（2） 具体的な時期はいつを目途としているか
（3） その他の観光エリアの展望はどうか

野
沢
明
夫

10
市長二期目のまちづくりの姿勢
と考え方及び具体的手法につい
て

（1） 区役員の負担軽減のための回覧板、広報誌の電子化について
（2） 公共施設の改修や廃止の見通しについて
（3） 予算の重点化や民間企業などの外部資金の導入による財政の持続可能性の

確保について
（4） 企業誘致の方法について

11 子どもたちへのフッ化物塗布、洗口事業について

（1） 国や県の方針及び位置づけはどうか
（2） 諏訪地域での実施状況はどうか
（3） 茅野市での実施予定はあるか

小
尾
一
郎
12「パートナーシップのまちづくり」について

（1） 「パートナーシップのまちづくり」の手法について
（2） 「パートナーシップのまちづくり基本条例」制定の経緯、考え方、目的に

ついて
（3） 「パートナーシップのまちづくり」のこれまでの成果と現状抱えている課

題について
（4） 「パートナーシップのまちづくり」における行政区、コミュニティセン

ター、地区コミュニティ運営協議会、地区公民館活動の位置付けについて
（5） パートナーシップのまちづくり推進課の役割について
（6） 「パートナーシップのまちづくり」の今後の展開について
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茅野市の課題を問う !

件　　　名 要　　　旨

木
村
か
ほ
り

13
子どもの医療費給付の
18 歳までの拡大につい
て

（1） 茅野市の子どもの福祉医療費給付事業の現状について
（2） 今年度中に 18歳まで拡大する見込みはあるか
（3） 窓口負担金の無料化について

14
こども家庭センター等、
茅野市の新しい子ども施
策について

（1） こども家庭センターの検討の背景と体制について
（2） 現行の「育ちあいちの」との関係性について
（3） 茅野市の子育て施策の地域資源の活用について

木
村
明
美

15 茅野駅周辺駐車場管理運営について

（1） 管理運営について
（2） 茅野駅周辺駐車場の使用状況について
（3） 今後の方向性について

16 アピアランスケアについて

（1） 心のサポートについて
（2） アピアランスケア助成事業について
（3） 助成事業に対する考え方について

向
山
平
和
17
インボイス制度導入に伴
う茅野市民への影響につ
いて

（1）いわゆる１人親方、下請けと規定される中小事業者を把握していますか
（2） そのうち、インボイス登録を要請されていると思われる事業者を把握していま

すか
（3） 売り上げ 1,000 万円以下の事業者のうち、いわゆる 1人親方やフリーランス

の事業者はどの位いますか
（4） その中の市税滞納と納付の状況について
（5） インボイス制度導入後の、滞納者からの納入見込について
（6） インボイス制度の相談窓口設置について

両
角
直
樹

18
「パートナーシップによ
るまちづくり」の検証と
今後について

（1） 地域コミュニティの充実という目標の実現について
（2） 各地区コミュニティ運営協議会の現状について
（3） 地区コミュニティセンターの管理運営の今後について
（4） ひとまちプラザの利用の現状と今後の在り方について
（5） 地区公民館と中央公民館の関係と今後について

19
市の政策に子どもの意見
を反映させることについ
て

（1） 第６次茅野市総合計画策定の段階で、子どもにも参加してもらい、その意見を
反映させることについて

（2） 第２次茅野市地域創生総合戦略「若者に選ばれるまち」の現在の数値目標に対
する進捗状況について

（3） 今後の「まちづくり」に、積極的に子どもに参加してもらうことについて

佐
々
木
美
智
子

20 茅野市ゼロカーボン戦略の挑戦と展望

（1） 茅野市のゼロカーボン推進の現況について
（2） 市民の日常生活や事業活動への普及啓発の展開について
（3） 再生可能エネルギーの技術革新と循環手法について
（4） 脱炭素社会に向けた今後の展望について

21「のらざあ」による交通弱者の救済と今後の展望

（1）  喫緊の課題について
（2）  課題解決の対策について
（3）  持続可能な運行施策について

６月定例会一般質問通告一覧 ②

ホームページから
議会を見ることができます
本会議はビーナチャンネルと
インターネット（ QRコード）で
生中継と録画をご覧いただけます。

9 月定例会本会議予定
8 月 29日（火）　開会、提案説明、先議案件採決
9月  5  日（火）　議案質疑、委員会付託
9月  7  日（木）　一般質問
9月  8  日（金）　一般質問
9月 11日（月）　一般質問
9月 22日（金）　委員長報告、採決、閉会

みなさんも傍聴にお越しください
≪傍聴をご希望の方は当日議会棟 3階までお越しください≫


